
むらの話題

　１月１７日、J2 リーグで活躍するプロサッカーチーム、ファジアーノ岡山の歓迎セレモニーが赤間多
目的運動場で開催されました。
　１月１７日から１月 23 日までの日程でキャンプを行い、総勢約 50人が恩納村に滞在しました。
　セレモニーでは、恩納ナビーと Sunnaちゃんからの花束贈呈や村や県、宿泊ホテル、( 株 ) オリオンビー
ルからの記念品贈呈を行いました。有馬監督は「歓迎してくださった恩納村の皆さんの気持ちを噛みし
めながら頑張っていきたい」と挨拶がありました。

　また、１月 20 日にはサッカー教室が開催され、
村内唯一のサッカーチームである「ＦＵＮ　ＦＣ」
の子どもたち 23 人と一緒にドリブルやシュート、ミ
ニゲームなどを行いました。
　参加した子供たちは「自分も将来はプロになりた
い」などの声があり、県出身の赤嶺真吾選手から「み
んなの成長を楽しみにしています」と激励の言葉が
ありました。

　２月１日、赤間ボールパークにて韓国プロ野球球団サムスンライオンズの歓迎セレモニーが開催され
ました。キャンプ期間は２月１日から３月７日までとなっており、選手・スタッフ総勢９２人がリザンシー
パークホテル谷茶ベイに滞在します。
　セレモニーではミス恩納ナビーからの花束贈呈や村と沖縄県、リザンシーパークホテル谷茶ベイ、オ
リオンビールからの記念品贈呈を行いました。キム・ハンス監督は「昨シーズンより良い成績を残し、
皆さんのご声援に応えられるよう頑張ります」と挨拶がありました。

　昨年 11 月に開催された第 56 回技能五輪全国大会のフラワー装飾職種部門において、銅賞に輝いた
喜瀬武原出身で、県立中部農林高校園芸科学科３年の大嶺瑳千（さゆき）さんが１月 23 日村長を訪ね、
喜びの報告を行いました。
　今大会のフラワー装飾職種部門には 69 選手が参加し、スケッチ、花束、ブライダルブーケ＆ブート
ニア、ウインドウディスプレイの４つの課題を一日がかりで競われました。
　大嶺さんは、本大会に向け高校２年生の時から取り組みを始め、「喜瀬武原の農家さんをはじめ、多
くの皆さんの協力でここまでやれました。平日の放課後や休日も学校で練習していた。それが一番大変
だった」とこれまでを振り返り、大会については「時間が全く足りなかった。決められた時間内に一人

ですべてを仕上げるのは大変だった」と話しました。
　銅賞に輝いた大嶺さんは、今大会全 42 種目の中で、
高校生としては最高の順位でした。
　表敬を受けた外間副村長は「恩納村出身者が銅賞受賞
できて、とても嬉しい。今持っている技術をさらに磨いて、
今後にいかしてほしい」と激励しました。

　研修生の平田カート賢一さんと棚原栄子カレンさん、若者ウチナーンチュ連合会の比嘉千穂さんが、
山田小学校５・６年生を対象に出前授業を行いました。
　比嘉さんは世界にいるウチナーンチュについてや、なぜ沖縄から移民が多いのかなどを話し、研修生
の２人はアメリカとブラジルの県人会と村人会での活動、自分たちの先祖がいつ頃移民したかなどを話
しました。給食の時間には研修生も一緒に給食を楽しみました。また、休み時間には一緒にバスケット
ボールをしたり子どもたちと交流を深めました。

　手作りのおせち料理を楽しんでもらおうと、村商工会女性部（當
山美津部長）が２月４日、婦人の家でおせち料理を作りました。
　料理は、村内で一人暮らしの 85 歳以上の高齢者 149 人に宅配さ
れました。女性部のボランティア活動の一環として行われているこの
活動は、今年で 27 回目。料理のお重には當山部長が詠んだ琉歌「平
成ぬとどみ　記念ある年に　女性部ぬ想い　う重にくみて」と書かれたのし紙が添えられました。
　おんなの駅「なかゆくい市場」から提供された食材を使って、クーブイリチーや田芋でんがく、もず
くてんぷらなど 15 品を作り、メンバーが手分けして丁寧に盛り付け、おせち料理を完成させました。配
達には民生委員や自治会の協力のもと、地域が一体となり取り組まれました。
當山部長は「どれも手作り。温かな気持ちで旧正月を迎えてほしい」と笑顔で話しました。
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